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商品市況展望 平成 24 年 6 月 17 日記 

 

 商品相場において、というか株式・金融・世界経済の先行きにおいても目下の最大の注目は、

本日行われるギリシャ再選挙の行方だ。緊縮財政路線に反対する急進左派連合（SYRIZA）と、

緊縮策を支持する旧連立与党の新民主主義党（ND）のどちらが勝つのか。どちらが勝ったとし

ても過半数超えは困難と思われるため、果たして連立できるのか？出来ずに再再選挙になってし

まうのか？ そういう事が注目だ。 

 また万が一、この問題で金融市場が混乱したとして、19～20 日の FOMC で追加金融緩和策

が出るのか？ その前の 18 日～19 日の G20 はどうなるのか？ 21 日のユーロ圏財務相会合、

22 日のＥＵ財務相理事会やフランス・ドイツ・スペイン・イタリア首脳によるユーロ圏危機に

ついての協議などはどうなるのか？ 

 来週は、相場材料には事欠かない事になりそうである。 

 

 さて現在の市場には、楽観論と悲観論が渦巻いている。 

 

ちなみに楽観論の代表は… 

［東京 15 日 ロイター］ 来週の東京株式市場はあく抜けするかが注目される。ギリシャ再

選挙の結果次第では金融市場が一段と悪化する可能性があるものの、各国当局による対策期待が

根強く、株価の下げは限定される見通し。注目されている米連邦公開市場委員会（FOMC）な

どで追加緩和姿勢が明らかになれば、戻りを試す可能性があるとみられている。 

 要は、ギリシャがどうなろうとも、それよりも金融緩和策で戻りに入るだろうというのが、強

気派の論拠である。 

 

 一方で悲観論者は… 

スペインに混乱が起きたままで 6 月 17 日のギリシャ選挙を迎えて万一ギリシャのユーロ離脱

にでもなれば、スペインだけに止まらずイタリアに波及し欧州金融安定化基金（EFSF）、欧州

安定メカニズム（ESM）、さらには IMF(国際通貨基金)の資金能力では対処できなくなり、ユー

ロ体制破綻に追い込まれる。 

 5 月 30 日にドイツのショイブレ財務相とデキンドス経済相との間で、スペイン救済を欧州蔵

相会議で決める 6 月 9 日までスペインは救済不要と言い続ける密約を交わしたのである。 

こうした「芝居」の繰り返しを見ても欧州信用危機はすでに国際支援を持ってしても救済出欧州信用危機はすでに国際支援を持ってしても救済出欧州信用危機はすでに国際支援を持ってしても救済出欧州信用危機はすでに国際支援を持ってしても救済出

来ない状況に陥っていることが分かる来ない状況に陥っていることが分かる来ない状況に陥っていることが分かる来ない状況に陥っていることが分かる。 

 

 ギリシャ支援もスペイン支援も当事国にとっての国際的金融支援は国際的債務増でしかないギリシャ支援もスペイン支援も当事国にとっての国際的金融支援は国際的債務増でしかないギリシャ支援もスペイン支援も当事国にとっての国際的金融支援は国際的債務増でしかないギリシャ支援もスペイン支援も当事国にとっての国際的金融支援は国際的債務増でしかない。

会社で言えば手形の決済日に支払いが出来ず、取引銀行が融資してくれないので新規手形を担保

に公的資金を借りるようなものである。国で言えば赤字国債、会社で言えば融通手形を乱発する

ことに変わりはない。 

 

 国で言えば国際金融救済は国債デフォルトの先送り、会社で言えば手形不渡りの先送りでし国で言えば国際金融救済は国債デフォルトの先送り、会社で言えば手形不渡りの先送りでし国で言えば国際金融救済は国債デフォルトの先送り、会社で言えば手形不渡りの先送りでし国で言えば国際金融救済は国債デフォルトの先送り、会社で言えば手形不渡りの先送りでし

かない。国債デフォルトを先送りした国で経常収支が黒字又は黒字の見込みがある国以外の国かない。国債デフォルトを先送りした国で経常収支が黒字又は黒字の見込みがある国以外の国かない。国債デフォルトを先送りした国で経常収支が黒字又は黒字の見込みがある国以外の国かない。国債デフォルトを先送りした国で経常収支が黒字又は黒字の見込みがある国以外の国

は必ず国債デフォルトに陥る運命にある。は必ず国債デフォルトに陥る運命にある。は必ず国債デフォルトに陥る運命にある。は必ず国債デフォルトに陥る運命にある。    
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これもまたごもっとも…という話であり、金融緩和というカンフル剤に頼るしかない状況では、

果たして株も商品も買えるのか？という事である。 

 

市場というものは、保険や年金と違ってすぐに結果が出るわけであり、楽観論が正しかったの

か？それとも悲観論が正しかったのか？は、もう来週すぐにでも出るわけだ。今回紹介した悲観

論の方の結果が出るのは先の事だが、仮に来週の市場が強気にならなければ、潜在的に後者の論

を市場は警戒したという事になるのだろう。 

 

当方としては、米国が当方としては、米国が当方としては、米国が当方としては、米国が QE3QE3QE3QE3 を行えばそこから相場は暴騰する。しかしその上げはまさに最期を行えばそこから相場は暴騰する。しかしその上げはまさに最期を行えばそこから相場は暴騰する。しかしその上げはまさに最期を行えばそこから相場は暴騰する。しかしその上げはまさに最期

の上げであり、天井を打てば国債デフォルトに向かっての上げであり、天井を打てば国債デフォルトに向かっての上げであり、天井を打てば国債デフォルトに向かっての上げであり、天井を打てば国債デフォルトに向かって 20202020 年間下げ続ける。そう考えている。年間下げ続ける。そう考えている。年間下げ続ける。そう考えている。年間下げ続ける。そう考えている。    

また QE3 は今回の FOMC では出ないだろうし、よって期待感だけ先送りさせて、時間稼ぎ

をするものとも思っている。つまり、目先はまだ戻り売りに主眼を置きつつ、突っ込みは期待で

買うのも OK だという、逆張りの相場展開が続くのだろうと考えているわけだ。 

 

投機＝スペキュレーションとは、思索するという意味でもある。相場は売りでも買いでも取れ

るわけだし、結果は自己責任ゆえに、良く思索して投資方針を決めてもらいたい。 

 

 

 

〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

今週の金の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

6 月 11 日 \4,093 101 \4,101 104 

6 月 12 日 \4,063 -30 \4,073 -28 

6 月 13 日 \4,115 52 \4,127 54 

6 月 14 日 \4,132 17 \4,143 16 

6 月 15 日 \4,116 -16 \4,127 -16 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『目先は 3,900 円～4,200 円での逆張りか。いずれはどちらかに

抜けるのだろうが、それはギリシャ再選挙明けだろうと読む』とコメントした。 

今週の相場展開は、先週末の急落～週明けの急騰を経た後、比較的平穏＆堅調に推移。4,1004,1004,1004,100

円台での取引円台での取引円台での取引円台での取引となった。 

○東京金日足 

…中略… 

年初来の高値 4444,654,654,654,654 円（円（円（円（2/272/272/272/27）→）→）→）→3,3,3,3,888886868686 円（円（円（円（6/46/46/46/4））））まで 768 円下げた相場は、先週は 4,1834,1834,1834,183 円円円円

（（（（6/76/76/76/7））））まで 297 円幅戻し（3 分の 1 戻し）をして、また急落。今週はその後のもみ合いという今週はその後のもみ合いという今週はその後のもみ合いという今週はその後のもみ合いという

ところところところところ。 

 

QE3 はあるのか？無いのか？で波乱し、今はギリシャがどうなる？スペイン・イタリアは？

FOMC はどうなる？で市場は揺れ動いているわけだが、一番の問題は｢金だけは別なのか金だけは別なのか金だけは別なのか金だけは別なのか｣であろ

うし、｢金だって換金売りで下がる金だって換金売りで下がる金だって換金売りで下がる金だって換金売りで下がる｣事もあるのかどうかという事だろう。 

安値から切り返し始めれば、やっぱり金は強いのだ…と考える人が多くなるわけだし、ドカン

と下げれば、やはり金も売られたか…と思ってしまうのが人情。 
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現在の相場をチャートだけで判断した場合は現在の相場をチャートだけで判断した場合は現在の相場をチャートだけで判断した場合は現在の相場をチャートだけで判断した場合は、…中略… 

 

チャートだけならば、今の相場は買いと判断するのが適切だろうチャートだけならば、今の相場は買いと判断するのが適切だろうチャートだけならば、今の相場は買いと判断するのが適切だろうチャートだけならば、今の相場は買いと判断するのが適切だろう。だが 4,000 円割れを見て

いたのに、4,100 円台で買うというのは、やはり心理的には辛いか。踏ん切りが付かないと上が

るのが相場だし、買ってしまうと下げてしまい、待てば良かったと思うのが相場である。 

  

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \3,909 6 月 28 日 \4,754 9 月 7 日 \3,810 

12 月 30

日 

\4,116 

2012 年 8 月 \4,506 8 月 29 日 \4,754 9 月 7 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,124 

2012 年 10 月 \4,229 

10 月 27

日 

\4,652 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,126 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,125 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,128 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,342 4 月 27 日 \3,886 6 月 4 日 \4,127 

  

○NY 金日足（6/14 現在） 

…中略… 

週末週末週末週末 6/6/6/6/15151515 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 8.58.58.58.5 ドルドルドルドル高高高高のののの 1628.11628.11628.11628.1 ドルドルドルドルでの終了での終了での終了での終了。国内換算価格は、15 時半

比では 2.2 ドルしか上がっておらず、円高でもあるため 6 円安である。 

またギリシャ選挙の結果は、東京市場のオープンからの織り込みとなるだろうから、現時点で

は週明けどうなるかは不明だ。 

 

NY 金のチャートは、1530153015301530 ドル割れで底打ちドル割れで底打ちドル割れで底打ちドル割れで底打ち→→→→1111666640404040 ドル台まで戻しドル台まで戻しドル台まで戻しドル台まで戻し、、、、バーナンキ発言での乱高

下を経て、再び 1600 ドル台に。 

来週も来週も来週も来週も1600160016001600ドル台を維持～ドル台を維持～ドル台を維持～ドル台を維持～1650165016501650ドルと来るようなら、そのまま底入れ→上昇相場入りだろうドルと来るようなら、そのまま底入れ→上昇相場入りだろうドルと来るようなら、そのまま底入れ→上昇相場入りだろうドルと来るようなら、そのまま底入れ→上昇相場入りだろう。

逆に 1600 ドルを割り込むようなら、しばらく低迷を余儀なくされるか。 

 

各種金融イベントが目白押しの来週の相場は、チャートでも分岐点となっているために、注目

度は高いだろう。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 6/6/6/6/12121212 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

 

6/6/6/6/15151515 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、チャート・ファンドポジション・ETF 残高から判断した場合、相

場はすでに底入れしている可能性が大である。来週は重要イベントが続くが、そこで崩れなかっ

たら、いっそうそれがハッキリするかもしれない。 



 4 

今週のプラチナの動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

6 月 11 日 \3,725 108 \3,736 99 

6 月 12 日 \3,654 -71 \3,677 -59 

6 月 13 日 \3,717 63 \3,744 67 

6 月 14 日 \3,774 57 \3,803 59 

6 月 15 日 \3,784 10 \3,814 11 

ププププラチナ相場は、ラチナ相場は、ラチナ相場は、ラチナ相場は、先週号においては『短期的な戻りはあるだろうが、今はまだ 3,800 円が限界

であろうし、抜けても 4,000 円がせいぜいだろう。大底はまだ打っていない可能性が高く、押し

目買いよりは戻り売りに分があるだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、安値 3,600 円台～高値 3,800 円台の中での、比較的堅調な推移で終了。 

○東京プラチナ日足 

…中略… 

4,5894,5894,5894,589 円（円（円（円（3/143/143/143/14））））→→→→3,3,3,3,499499499499 円（円（円（円（6/46/46/46/4）まで）まで）まで）まで 1,01,01,01,090909090 円円円円下げた相場は、週末には下げた相場は、週末には下げた相場は、週末には下げた相場は、週末には 3,8523,8523,8523,852 円（円（円（円（6/156/156/156/15））））

まで上昇まで上昇まで上昇まで上昇。安値からは 353353353353 円幅の戻り円幅の戻り円幅の戻り円幅の戻りであり、3 分の 1 戻しである。 

 

夜間取引は 3,780 円での終了であり、NY 市場の換算も 30 円安で小安い。よって先週の相場観

は今は正解であるが、チャートは好転し始めている。 

相対力指数は逆行から相対力指数は逆行から相対力指数は逆行から相対力指数は逆行から 50505050 ポイント台への回復ポイント台への回復ポイント台への回復ポイント台への回復であり、天井からの下げトレンドのトレンドラトレンドラトレンドラトレンドラ

インも突破インも突破インも突破インも突破。基準線、転換線もクロス基準線、転換線もクロス基準線、転換線もクロス基準線、転換線もクロスであり、こうなると 3,499 円は底であったと考える事も出

来る。こうなると、『押し目買いよりも戻り売りに分がある』とした先週の相場観は、訂正した

方が良いかもしれない。 

 

訂正するとすればこうである。3,4993,4993,4993,499 円は大底であり、押しても円は大底であり、押しても円は大底であり、押しても円は大底であり、押しても 3,3,3,3,600600600600 円までであろう円までであろう円までであろう円までであろう。3333 分分分分

のののの 1111 戻しを達成した相場は、まずは半値戻しの戻しを達成した相場は、まずは半値戻しの戻しを達成した相場は、まずは半値戻しの戻しを達成した相場は、まずは半値戻しの 500500500500 円超の上げである円超の上げである円超の上げである円超の上げである 4,0004,0004,0004,000 円を目指して上げ円を目指して上げ円を目指して上げ円を目指して上げ

てゆくだろうてゆくだろうてゆくだろうてゆくだろう。 

 

来週は重要なイベントが目白押しであり…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \4,445 6 月 28 日 \4,770 8 月 23 日 \3,370 

12 月 30

日 

\3,784 

2012 年 8 月 \4,581 8 月 29 日 \4,726 9 月 7 日 \3,380 

12 月 30

日 

\3,796 

2012 年 10 月 \3,918 

10 月 27

日 

\4,570 3 月 14 日 \3,375 

12 月 30

日 

\3,809 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,376 

12 月 30

日 

\3,814 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,499 6 月 4 日 \3,813 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,141 4 月 27 日 \3,499 6 月 4 日 \3,814 
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〇白金－金価格差日足 

…中略… 

週末現在のサヤは、3,814 円（プラチナ）－4,127 円（金）＝－－－－313313313313 円円円円。今週も逆ザヤの拡大

が進行した。 

 

－－－－547547547547 円（円（円（円（12/512/512/512/5）→）→）→）→95959595 円（円（円（円（3/163/163/163/16）まで）まで）まで）まで拡大したサヤが、拡大したサヤが、拡大したサヤが、拡大したサヤが、－－－－466466466466 円（円（円（円（6/46/46/46/4）まで縮小してまた拡）まで縮小してまた拡）まで縮小してまた拡）まで縮小してまた拡

大中大中大中大中。先週まで。先週まで。先週まで。先週までトレンドは下向きトレンドは下向きトレンドは下向きトレンドは下向きだったが、そのトレンドラインもブレイクしているだったが、そのトレンドラインもブレイクしているだったが、そのトレンドラインもブレイクしているだったが、そのトレンドラインもブレイクしている。 

本来なら現在のような経済情勢では、プラチナは金よりも弱いわけであるが、チャートは反対

になっているわけだ。 

チャートに従うのならば、チャートに従うのならば、チャートに従うのならば、チャートに従うのならば、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、チャート判断では 3,499 円で底を打っている。下げても 3,600

円台であり、上値目標をひとまず 4,000 円台回復と見て、押し目買いに 180 度転換である。ただ

し来週の株式市場がクラッシュしなければ…であるが。 

 

 

    

〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

今週のコーンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

6 月 11 日 \24,300 150 \22,490 420 

6 月 12 日 \23,870 -430 \22,190 -300 

6 月 13 日 \23,800 -70 \21,950 -240 

6 月 14 日 \24,250 450 \21,600 -350 

6 月 15 日 \25,250 1000 \21,640 40 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『来週は米農務省報告があるが、それで強材料が出て上がったとしてもあと

1,000 円だろう。戻れば絶好の売り場と考え、いずれはシカゴで 5 ドルを割る展開になってゆく

と見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けこそ戻ったが、その後は軟調に推移。注目の米農務省報告は、期末

在庫増加の弱材料であった。 

○ 東京コーン日足 

…中略… 

25,18025,18025,18025,180 円（円（円（円（3/193/193/193/19）→）→）→）→22221,1,1,1,040404040000 円（円（円（円（6/6/6/6/4444））））までまでまでまで 4,1404,1404,1404,140 円円円円下落下落下落下落の後、の後、の後、の後、22,50022,50022,50022,500 円（円（円（円（6/116/116/116/11）まで戻り、）まで戻り、）まで戻り、）まで戻り、

そこかそこかそこかそこからまた軟調に推移しているらまた軟調に推移しているらまた軟調に推移しているらまた軟調に推移しているのが現在ののが現在ののが現在ののが現在の状況である状況である状況である状況である。 

 

当方としては、21,040 円は大底ではないとの見方であり、週末のシカゴ市場もまた下落して

いるため、よほどの事がない限りそれは当たると考えている。というか、米農務省報告の内容を

考えれば、シカゴはいずれ 5 ドル割れどころか 4 ドル割れの 3 ドル台まで下落してもおかしくな

いと考えており、そうであれば国内価格は 2 万円を大きく割り込むとの判断である。 

 

さて米農務省報告米農務省報告米農務省報告米農務省報告の詳細であるの詳細であるの詳細であるの詳細である。 
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5/10発表から供給・需要ともに据え置き、期末在庫も前回発表の18億 8100万 Buと変わらず。

在庫率は在庫率は在庫率は在庫率は 13.713.713.713.7％である％である％である％である。昨年同期の在庫率は6.7％であり、8億 5100万 Buの在庫だったわけで、

相変わらずの在庫が証明されたわけだ。 

もちろんこれは、75 年ぶりの高水準の作付面積が影響しているわけで、しかも豊作予測で生生生生

産高産高産高産高はははは 156156156156 億億億億 5600560056005600 万万万万 BuBuBuBu という大増産をベースにしてある。昨年は 135 億 600 万 Bu だったわけ

で、昨年よりも 21 億 5000 万 Bu 多いわけだ。 

今後、万が一にでも天候不安があれば、この生産高が確保されない＝在庫は減るという可能性

はゼロではないが、今はまだ天候にストレスもなく、世界在庫も増今はまだ天候にストレスもなく、世界在庫も増今はまだ天候にストレスもなく、世界在庫も増今はまだ天候にストレスもなく、世界在庫も増加の予想である加の予想である加の予想である加の予想である。 

 

買い方としては、下げても収穫が確定するまでは投げづらいはず。逆に言えば、投げればもっ

と下がるはず…というのが当方の基本的な考え方だ。シカゴも国内も下げ余地は十分にあると考

えている。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \28,180 6 月 16 日 \28,560 8 月 30 日 \22,110 

12 月 15

日 

\25,250 

2012 年 9 月 \27,440 8 月 16 日 \28,550 9 月 13 日 \21,930 

11 月 28

日 

\25,400 

2012 年 11 月 \24,400 

10 月 17

日 

\25,060 3 月 19 日 \21,060 6 月 4 日 \21,560 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\24,890 3 月 19 日 \20,520 6 月 4 日 \21,100 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \25,180 3 月 19 日 \20,820 6 月 4 日 \21,450 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \23,530 4 月 20 日 \21,040 6 月 4 日 \21,640 

  

○シカゴコーン日足（6/14 現在） 

…中略… 

週末週末週末週末 6/6/6/6/14141414 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 22222222 セントセントセントセント安安安安のののの 579.50579.50579.50579.50 セントセントセントセント。期近は今週も一時 6 ドル台

に乗せたが、産地に恵みの雨が降って反落。国内換算では 660 円安である。 

 

もっとも他限月は 10 セント安程度の下げであり、…中略… 

    

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 6/6/6/6/12121212 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、現在の在庫・天候・世界景気から考え、相場が上に出るとは思え

ない。戻り売り一貫で、買い方の投げによる新安値更新を狙う相場であろうと見る。 
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今週の大豆の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

6 月 11 日 \49,500 -500 \45,650 960 

6 月 12 日 \49,500 0 \45,350 -300 

6 月 13 日 \49,500 0 \45,270 -80 

6 月 14 日 \45,000 -4500 \44,480 -790 

6 月 15 日 \44,600 -400 \44,580 100 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『46,000 円台で天井を打っている相場だとまだ考えているものの、期近の 5

万円乗せ、米農務省報告前の状況を考えると、相場は目先の底打ちから上げたがっているように

も思える。一時撤退、もしくは両建てで凌ぐのがベターだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けは 1,000 円ほどの急騰、その後押したが 13 日にも 45,80045,80045,80045,800 円と戻り円と戻り円と戻り円と戻り

高値の更新高値の更新高値の更新高値の更新など強含んだが、結局は結局は結局は結局は 3333 連続陰線で下落連続陰線で下落連続陰線で下落連続陰線で下落し、週末は小戻しでの終了である。 

○ 東京大豆日足 

…中略… 

コーンと違って米農務省報告でも強材料が出た相場は、45,80045,80045,80045,800 円（円（円（円（6/136/136/136/13）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。5555 月の月の月の月の

高値は突破し、約高値は突破し、約高値は突破し、約高値は突破し、約 2222 ヶ月ぶりのヶ月ぶりのヶ月ぶりのヶ月ぶりの 45,00045,00045,00045,000 円台回復円台回復円台回復円台回復。ただし 4/9 の天井 44446,6806,6806,6806,680 円には届かず円には届かず円には届かず円には届かず、ま

た反落した相場である。 

 

現在、国内に上場している国際商品の中では、唯一高値圏に居る銘柄といって良いだろう。そ

れがこの大豆である。 

他の商品は、おおよそ高値からは軒並み 2 割は下がっている。この大豆だけは、また在庫が減

ったということもあり、一度は高値から 5,000 円ほど（10％ほど）下げたが、今またそんなに年

初来高値と変わらない位置にいるのだから。 

 

ただし農務省報告で強材料が出た割には、そこから逆に下落である。…中略… 

 

さて 12121212 日に発表された米農務省報告の詳細日に発表された米農務省報告の詳細日に発表された米農務省報告の詳細日に発表された米農務省報告の詳細である。 

前回発表の 5/10 に比べ、期初在庫を期初在庫を期初在庫を期初在庫を 3500350035003500 万万万万 BuBuBuBu 下方修正下方修正下方修正下方修正し、生産高は据え置き。一方で需要需要需要需要

もももも 3000300030003000 万万万万 BuBuBuBu 低下低下低下低下させたが、期末在庫は差し引き期末在庫は差し引き期末在庫は差し引き期末在庫は差し引き 500500500500 万万万万 BuBuBuBu 減の減の減の減の 1111 億億億億 4000400040004000 万万万万 BuBuBuBu と在庫率と在庫率と在庫率と在庫率 4.34.34.34.3％％％％。 

これは前年同期の 5.6％（前年も 5 月の 6.8％から下方修正していた）よりも大幅に低い数字

で、危機的な在庫率危機的な在庫率危機的な在庫率危機的な在庫率であるとも言える。 

 

ところが相場は反落したというのだから、不思議なものだ。世界在庫は 22％あるのだし、中

国なども景気低迷で需要は落ちるだろうと見られているのかもしれないが、なかなか理解されが

たい動きではあろう。 

 

ともかくチャートはあまり良くない。…中略… 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \49,820 6 月 16 日 \\\\50,00050,00050,00050,000    6666 月月月月 8888 日日日日    \33,600 

12 月 16

日 

\44,600 

2012 年 8 月 \47,450 8 月 16 日 \50,110 9 月 5 日 \35,610 

12 月 15

日 

\45,600 

2012 年 10 月 \44,250 10 月 17 日 \\\\49,70049,70049,70049,700    6666 月月月月 13131313 日日日日    \36,410 

12 月 15

日 

\47,200 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \\\\48,90048,90048,90048,900    6666 月月月月 13131313 日日日日    \36,830 

12 月 16

日 

\45,820 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \46,680 4 月 9 日 \41,050 2 月 16 日 \44,450 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \\\\45,80045,80045,80045,800    6666 月月月月 13131313 日日日日    \41,750 6 月 4 日 \44,580 

 

○シカゴ大豆日足（6/14 現在） 

…中略… 

週末週末週末週末 6/6/6/6/15151515 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、7777 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 10101010 セントセントセントセント安安安安のののの 1376137613761376 セントセントセントセント。農務省報告前は 14 ド

ル台半ばまで上がっており、15 ドル台必至と言われていたが、逆にあっという間に 14 ドル割れ

である。 

国内換算では 740 円安であるが、新穀は 4～7 セントほど高く、週末は下がっていない。これ

はファンドが先に乗り換えを行なっているためファンドが先に乗り換えを行なっているためファンドが先に乗り換えを行なっているためファンドが先に乗り換えを行なっているためであろう。 

 

チャートではチャートではチャートではチャートでは 1509150915091509 セント（セント（セント（セント（4/274/274/274/27））））が天井、が天井、が天井、が天井、1449.501449.501449.501449.50 セント（セント（セント（セント（6/126/126/126/12）が）が）が）が 2222 番天井と見えるが、番天井と見えるが、番天井と見えるが、番天井と見えるが、

急落のトリガーは急落のトリガーは急落のトリガーは急落のトリガーは 1317.501317.501317.501317.50 セント（セント（セント（セント（6/16/16/16/1））））を割り込まないと引かれない。を割り込まないと引かれない。を割り込まないと引かれない。を割り込まないと引かれない。    

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 6/6/6/6/12121212 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

新穀は 13 ドルを挟んでの取引だが、ファンドの力で 14 ドルまでは持ち上げられても、手を緩

めると逆に 12 ドル割れ→10 ドルまで下がってしまう気がしているのだが…さて？ 

 

結論として当方の相場観は、チャートは売り、ファンダメンタルズは買いの相場である。大量

に買い越すファンドの玉に、今後利が乗るのか？ヤラレになるのか？で展開が変わるだろう。来

週は、大きな節目かもしれない。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

今週のゴムの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

6 月 11 日 251.6 4.1 244.5 6.9 

6 月 12 日 248.4 -3.2 239.0 -5.5 

6 月 13 日 249.1 0.7 242.6 3.6 

6 月 14 日 248.0 -1.1 243.4 0.8 

6 月 15 日 250.0 2.0 247.8 4.4 

先週号においては『戻り売り継続の展開に変化ないだろう。頼みの綱は FOMC で QE3 の発動が

あり、商品全体が上げ相場に入る事しかないだろう。だがその可能性は薄い』とコメントした。 

今週の相場展開は、232.2232.2232.2232.2 円（円（円（円（6/116/116/116/11）まで新安値更新）まで新安値更新）まで新安値更新）まで新安値更新となった後、反発に転じて 240 円台後半

を回復。夜間取引では更に続伸し、252 円台まで戻している。 

○東京ゴム日足 

…中略… 

今年の最高値である今年の最高値である今年の最高値である今年の最高値である 344.4344.4344.4344.4 円（円（円（円（2/272/272/272/27）→）→）→）→232323232.22.22.22.2 円（円（円（円（6/6/6/6/11111111）まで）まで）まで）まで 111112.212.212.212.2 円円円円下げた相場が下げた相場が下げた相場が下げた相場が、、、、現状で現状で現状で現状で

はははは 20202020 円ほど反発してきた状況である円ほど反発してきた状況である円ほど反発してきた状況である円ほど反発してきた状況である。 

 

あまりにも皆が『200 円割れに突き進むのでは？』と売り人気が高まったためか、相場は反発

に転じて来ている。週末の夜間取引では週末の夜間取引では週末の夜間取引では週末の夜間取引では 252.7252.7252.7252.7 円まで記録しており、安値から円まで記録しており、安値から円まで記録しており、安値から円まで記録しており、安値から 20.520.520.520.5 円の反騰円の反騰円の反騰円の反騰。

5 月にも 261.5 円→282.0 円まで 20.5 円の反騰を演じているため、ちょうど同じだけ戻っている

わけだ。 

 

ゴム相場はへそ曲がりなところがあり、他商品の動きにも逆行する事が多いし、人気の裏目が

出るケースも多い。しかも 2 番天井、2 番底を付けず、槍天井、槍底で終わるケースも多い銘柄

だ。 

今はまだトレンドラインを超えていないが、…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 279.6 

12 月 22

日 

339.5 2 月 27 日 240.6 6 月 6 日 250.0 

2012 年 7 月 324.0 1 月 26 日 342.0 2 月 27 日 237.6 237.6 237.6 237.6 6666 月月月月 11111111 日日日日    252.7 

2012 年 8 月 340.7 2 月 24 日 344.4 2 月 27 日 239.0 239.0 239.0 239.0 6666 月月月月 11111111 日日日日    252.1 

2012 年 9 月 341.2 3 月 27 日 341.9 3 月 27 日 238.4 6 月 6 日 251.8 

2012 年 10 月 307.2 4 月 24 日 317.8 5 月 2 日 235.5 235.5 235.5 235.5 6666 月月月月 11111111 日日日日    249.9 

2012 年 11 月 267.8 5 月 28 日 274.0 5 月 30 日 232.2 232.2 232.2 232.2 6666 月月月月 11111111 日日日日    247.8 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、6月限250.0円～11月限247.8円と 2.22.22.22.2円の円の円の円の逆逆逆逆ザヤザヤザヤザヤ。逆ザヤは大幅に縮小した。

なお今は、中物が高い状態なので、天狗ザヤになっている。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 
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国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、5/31 現在で 3 トン減の 14,800 トン。2 旬連続の減少であるが、入庫も

出庫も 1000 トン台はある。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、22,000 元台での下値もみ合い。東京市場ほどは、まだ反発に転じて来てい

ない。 

 

 結論として当方の相場観は、安値から 20 円ほど戻している状況だが、ここからが分岐点。こ

れ以上騰がると下げトレンドラインをブレイクするので底入れだろうし、ここで失速するような

ら戻り売りのまま。 

 

 

    

〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

今週の原油の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

6 月 11 日 \49,460 1360 \48,670 1830 

6 月 12 日 \48,000 -1460 \46,860 -1810 

6 月 13 日 \48,140 140 \47,170 310 

6 月 14 日 \47,930 -210 \46,790 -380 

6 月 15 日 \48,130 200 \47,120 330 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『目先は 4000 円幅での逆張り・もみ合いに入るかも。その後、上に抜ける

か、下に抜けるかは、今後の世界情勢と金融政策次第であろう。どっちかと言えば、下に抜ける

可能性の方が若干高いように感じるが…』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は前週の 87 ドル台までの戻りから一時大きく値を消し、81.0781.0781.0781.07 ドドドド

ル（ル（ル（ル（6/126/126/126/12）まで下落し安値更新）まで下落し安値更新）まで下落し安値更新）まで下落し安値更新。しかしそこからは小反発して、83 ドル台でのもみ合い。    

 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、49,000 円まで戻した後下落し、47,00047,00047,00047,000 円を挟んだもみ合い円を挟んだもみ合い円を挟んだもみ合い円を挟んだもみ合いの展開。 

 

○ NY 原油日足（6/14 現在） 

…中略… 

週末週末週末週末 6/156/156/156/15 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、、、、前日比前日比前日比前日比 0.0.0.0.12121212 ドルドルドルドル高高高高のののの 84.84.84.84.03030303 ドルドルドルドル。今は欧州情勢、FOMC での動きを見

定めようとしている状況か。円高であるため、東京市場 15 時半比では 430 円安と下落である。 

 

今のところ、今週も今週も今週も今週も 6/46/46/46/4 の安値の安値の安値の安値 81.2181.2181.2181.21 ドルを更新するなど、下げトレンドに変化はないドルを更新するなど、下げトレンドに変化はないドルを更新するなど、下げトレンドに変化はないドルを更新するなど、下げトレンドに変化はない。ま

ずは来週の金融情勢の動きの中で、87.03 ドル（6/7）の戻り高値を超えなければ、変化な兆し

は無いと言えるだろう。 

先週号で『今後、FOMC やギリシャ再選挙などのスケジュールをこなす中で、仮に乱高下して

も 81 ドル台をキープするようなら底だろうが、抜けて 80 ドル割れともなれば、昨年 10 月の 74

ドル台を目指す可能性も十分ある』とコメントした通りである。 
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ただし逆に来週、強含むようであれば、また 87 ドルを超えるようであれば、93939393 ドルくらいまドルくらいまドルくらいまドルくらいま

では戻してもおかしくないでは戻してもおかしくないでは戻してもおかしくないでは戻してもおかしくない。そこから先は、QE3 でも発動されないと無理だと思うが、伝家の宝

刀を抜いたら次の手は無くなるので、やるぞ、やるぞで引き伸ばしながら、やらないで済ませる

作戦を取る＝当面 QE3 は行われないと見るのだが、さて？ 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 99997777 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油は、ドバイ原油は、ドバイ原油は、ドバイ原油は 99995555 ドルドルドルドル台台台台である。NY 原油の逆ザヤ

に変化はない。 

 

6/6/6/6/12121212 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

    

○東京原油日足 

…中略… 

63,55063,55063,55063,550 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→44,92044,92044,92044,920 円（円（円（円（6/56/56/56/5）まで）まで）まで）までの下げ幅はの下げ幅はの下げ幅はの下げ幅は、、、、18,63018,63018,63018,630 円円円円。そこから 49,000 円まで

4,000 円ほどは戻したが、また 2,000 円ほど下げてもみ合い中だ。 

 

先物の直近の高値は先物の直近の高値は先物の直近の高値は先物の直近の高値は 49,13049,13049,13049,130 円、安値は円、安値は円、安値は円、安値は 44,92044,92044,92044,920 円円円円であり、その幅約 4,000 円。今はその範囲

での動きであり、来週以降にどちらに抜けるのか？というところだ。 

今は、相場観を持っていない。決めつけると抜けた場合に対処できないし、もみ合いの中で

2,000 円程度狙っても、一発でひかされる程度の幅では、危なくて手を出せないゆえに。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 6 月 \51,590 1 月 4 日 \64,020 3 月 15 日 \46,500 6 月 5 日 \48,130 

2012 年 7 月 \51,290 2 月 1 日 \63,810 3 月 15 日 \45,800 6 月 5 日 \47,710 

2012 年 8 月 \59,290 3 月 1 日 \63,550 3 月 15 日 \45,610 6 月 5 日 \47,460 

2012 年 9 月 \60,800 4 月 2 日 \61,900 4 月 4 日 \45,280 6 月 5 日 \47,340 

2012 年 10 月 \57,430 5 月 1 日 \57,710 5 月 2 日 \45,060 6 月 5 日 \47,210 

2012 年 11 月 \47,650 5 月 1 日 \\\\49,13049,13049,13049,130    6666 月月月月 11111111 日日日日    \44,920 6 月 5 日 \47,120 

  

結論として当方の相場観は、チャートは下げトレンドのままだが、来週は重要イベントが目白

押し。それに相場がどう反応するかを見て、また戦略を考えるのがベターであろう。 

 

 

今週のガソリンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

6 月 11 日 \64,620 1770 \58,710 1630 

6 月 12 日 \63,050 -1570 \57,110 -1600 

6 月 13 日 \63,490 440 \57,280 170 

6 月 14 日 \63,310 -180 \56,960 -320 

6 月 15 日 \63,560 250 \57,180 220 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…先週号においては『5,000 円～6,000 円幅でのもみ合いに突入か。激し
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く 2,000 円超動いたところで逆張りが、目先は取れるのではないかと見る。相場の先行き、方向

性はまだ判らん』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明け急騰、翌日急落の後、57,000 円を挟んだもみ合いで推移。 

○東京ガソリン日足 

…中略… 

77,81077,81077,81077,810 円（円（円（円（3/153/153/153/15）→）→）→）→54,51054,51054,51054,510 円（円（円（円（6/56/56/56/5）まで）まで）まで）まで 23,30023,30023,30023,300 円円円円下げた相場は下げた相場は下げた相場は下げた相場は、、、、59,92059,92059,92059,920 円（円（円（円（6/86/86/86/8）まで）まで）まで）まで 5,4105,4105,4105,410

円戻し円戻し円戻し円戻し、今はその、今はその、今はその、今はその 5,0005,0005,0005,000 円の中でのもみ合いへ円の中でのもみ合いへ円の中でのもみ合いへ円の中でのもみ合いへ。 

特に今週は、来週需要なイベントを控える中で、上にも下にも行けない状況での推移で、もみ

合いの中間点の 57,000 円を挟んだ値位置での平穏な動きとなった。 

 

チャートトレンドはまだ下向きのままだが、これが嵐の前の静けさなのか、しばらくは横ばい

するのかは来週の動向次第であるが、すでに 2 万円以上も暴落した相場だ。横ばいするのが普通

かもしれない。 

    

 一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \61,750 

12 月 26

日 

\79,810 3 月 15 日 \60,500 6 月 5 日 \63,560 

2012 年 8 月 \66,800 1 月 26 日 \78,910 3 月 15 日 \59,350 6 月 5 日 \61,900 

2012 年 9 月 \75,030 2 月 27 日 \77,810 3 月 15 日 \57,670 6 月 5 日 \60,530 

2012 年 10 月 \74,980 3 月 26 日 \75,430 3 月 28 日 \56,170 6 月 5 日 \58,920 

2012 年 11 月 \69,280 4 月 26 日 \69,690 4 月 27 日 \55,060 6 月 5 日 \57,740 

2012 年 12 月 \61,470 5 月 28 日 \61,930 5 月 30 日 \54,510 6 月 5 日 \57,180 

    

6/6/6/6/15151515 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

6/6/6/6/9999 現在の現在の現在の現在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、来週の金融状況次第だが、順当ならばしばらく保合い相場が続く

か。しばらく様子見が良いだろう。 

 

 

今週の灯油の値動き 

  \58,920 前日比 12 月限（先限） 前日比 

6 月 11 日 \58,860 1670 \61,570 1680 

6 月 12 日 \57,200 -1660 \59,810 -1760 

6 月 13 日 \57,580 380 \60,040 230 

6 月 14 日 \57,500 -80 \59,630 -410 

6 月 15 日 \57,790 290 \59,880 250 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…先週号においては『目先は 58,000 円～62,000 円程度での逆張り・もみ合い

に入るのではなかろうか。次のトレンドの発生は、原油価格の動向次第であろう』とコメントし

た。 
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今週の相場展開は、週明け急騰した後、翌日は急落となり、その後は 6 万円を挟んだもみ合い

推移。 

○ 東京灯油日足 

…中略… 

高値高値高値高値 75,73075,73075,73075,730 円円円円（（（（3/153/153/153/15））））→→→→55557,9307,9307,9307,930 円（円（円（円（6/56/56/56/5）まで）まで）まで）まで 17,80017,80017,80017,800 円円円円下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、下げた相場は、62,04062,04062,04062,040 円まで円まで円まで円まで 4,1104,1104,1104,110

円戻り、また円戻り、また円戻り、また円戻り、また 2,0002,0002,0002,000 円強値を消してのもみ合いである。円強値を消してのもみ合いである。円強値を消してのもみ合いである。円強値を消してのもみ合いである。    

 

先週コメントしたとおり、『57,930 円は底値。62,040 円も戻り高値。つまり 58,000 円～62,000

円プラスマイナス 500 円程度の 5,000 円幅の逆張りに入る』という状況が自然だろうし、今週は

重要なイベントを来週に控えているため、完全にその中間地点での横ばいとなったわけだ。 

さて週明けから、どんな状況になるか。判断は、見てからでも遅くない。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 7 月 \61,750 

12 月 26

日 

\74,500 3 月 15 日 \55,500 6 月 5 日 \57,790 

2012 年 8 月 \63,840 1 月 26 日 \75,130 3 月 15 日 \55,560 6 月 5 日 \57,880 

2012 年 9 月 \73,400 2 月 27 日 \75,730 3 月 15 日 \55,950 6 月 5 日 \58,130 

2012 年 10 月 \74,590 3 月 26 日 \75,370 3 月 28 日 \56,690 6 月 5 日 \58,870 

2012 年 11 月 \70,800 4 月 26 日 \71,400 4 月 27 日 \57,420 6 月 5 日 \59,450 

2012 年 12 月 \64,110 5 月 28 日 \64,550 5 月 30 日 \57,930 6 月 5 日 \59,880 

  

6/6/6/6/15151515 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

6/6/6/6/9999 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、外部環境によほどの変化なない限り、しばらくはもみ合いに入る

のだろう。FOMC でも、事前の期待ほどのものは、何も出ない気がする。 

  

  

  

〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

○ ドル/円相場日足 

…中略… 

77.61 円（6/1）→79.79 円（6/7）まで円高修正に動いた相場は、週末の日銀金融政策決定会

合において、すべて据え置きだったために再び円高となり、78 円台に再び突入。週末の NY 市

場では 78.65 円で終わっている。 

トレンドはまだ緩やかな円高のままであり、来週の重要イベントも円安に向く材料が出る話は

無いだろう。円は実態よりも買われすぎとの意見も聞くが、今のところまだ他よりもマシなのは

事実ゆえに。 
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○ ユーロ/円相場日足 

…中略… 

95.58 円（6/1）→100.90 円（6/11）まで戻り、その後は 100 円を挟んだもみ合いへ。表題と

横の価格を消したら、まるで商品相場のチャートとそっくりであり、区別がつかないわけだ。 

 

来週の各重要イベントで、この相場がどうなるか？ それが商品相場の行方も決定付ける事に

なるのだろう。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…中略… 

 1.229 ドル（6/1）→1.267 ドル（6/11）までユーロ高/ドル安に反発した相場は、相対力指数

20 ポイント→50 ポイントまで戻る自立反発だ。 

 この後の動きは来週のイベント次第であり、NY 金の上下はこのドルの対ユーロでの動きを映

したものである。ドル安なら金は急騰。ドル高なら金は急落であろう。 

 

 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

 

 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

 


